
大分工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 基礎数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 R04M104 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:4 後期:2

教科書/教材 （教科書）新井一道他，「新基礎数学」，「新基礎数学問題集」，大日本図書書／（参考図書）高校の数学Ⅰ，数学
Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの参考書

担当教員 福村 浩亨
到達目標
(1) 二次関数を学び，最大値・最小値等を計算することで関数の基本的な性質を理解する.（定期試験・到達度・課題）
(2) 三角関数・指数関数・対数関数を学ぶことにより，関数の概念を理解する. (定期試験・到達度試験・課題)
(3) 三角関数・指数関数・対数関数の問題を解くことにより，計算力をつける. (定期試験・到達度試験・課題)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

目的・到達目標(1)の評価指標

二次関数の性質を理解し，グラフ
を利用して不等式へ応用すること
ができる．また，判別式を利用し
て，2次方程式の解の性質を調べる
ことができる．

二次方程式の性質を理解し，グラ
フから最大値・最小値を求めるこ
とができる．

二次関数の基本的な性質を理解で
きず，グラフを描くことができな
い．

目的・到達目標(2)の評価指標
三角関数・指数関数・対数関数の
グラフを各座標軸方向に拡大・縮
小及び平行移動ができる．

三角関数・指数関数・対数関数の
グラフを各座標軸方向に拡大・縮
小することができる．

三角関数・指数関数・対数関数の
基本的なグラフが描ける．

目的・到達目標(3)の評価指標 三角関数・指数関数・対数関数を
利用した応用問題が解ける．

三角関数・指数関数・対数関数に
関する方程式・不等式が自由に解
ける．

三角関数・指数関数・対数関数の
性質を理解し，基本的な計算がで
きる．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育目標 (B1)
教育方法等
概要 高専で学ぶ数学の基礎として，三角関数・指数関数・対数関数をはじめとする様々な関数を学ぶ.  いろいろな関数を学

ぶ中で，変化するものは関数で表されることを理解していく.  ４回の定期試験と４回の到達度試験を実施する.

授業の進め方・方法
黒板を用いた対面授業の手法をとる．三角関数・指数関数・対数関数を学ぶことで，変化するものは関数で表されるこ
とを理解していく.
（事前学習）
シラバスを参照し，教科書の該当ページを熟読して予習を行うこと．

注意点

（履修上の注意）
予習・復習の習慣をつけること．特に復習に力を入れること．指名された問題は，次回の授業の前に解答を板書してお
くこと．指名された問題は，次回の授業の前に解答を板書しておくこと．
（自学上の注意）
予習・復習をしておくこと．特に復習に時間を十分かけること．問題集用のノートを授業用のノートとは別に用意する
こと．
（受講上の注意）
出席状況・授業中の態度により10％を上限として減点する．

評価
（総合評価）
総合評価＝（定期試験の平均点）×60％＋（到達度試験の平均点）×20％＋（課題の平均点）×20％
総合評価は年4回の定期試験，年4回の到達度試験および課題で評価する．
（単位修得の条件について）
総合評価が60点以上を合格とする．
（再試験について）
総合評価が40点以上60点未満のものに対して，再試験を実施する．
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 鋭角の三角比 三角比の概念を理解し，鋭角の三角比の値を求めるこ
とができる．(MCC Ⅰ)

2週 鈍角の三角比 鈍角の三角比の値を求めることができる.(MCC Ⅰ)

3週 三角形への応用 三角比を応用して三角形の角度などを求めることがで
きる．(MCC Ⅰ)

4週 関数とグラフ 定義域・値域などの関数の基本的な性質を理解し，こ
れらを求めることができる．(MCC Ⅰ)

5週 2次関数 二次関数を標準形にすることができる．(MCC Ⅰ)

6週 2次関数と方程式 判別式を利用して，グラフとx軸の交点の個数を調べる
ことができる．(MCC Ⅰ)

7週 べき関数・偶関数・奇関数 べき関数の性質を理解する．また偶関数・奇関数を調
べることができる．(MCC Ⅰ)

8週 前期中間試験 試験で理解度を確認する．
目的・到達目標(1)

2ndQ
9週 グラフの平行移動・分数関数・無理関数

グラフの平行移動を理解し，この性質を利用して分数
関数・無理関数のグラフを描くことができる．(MCC
Ⅰ)

10週 グラフの対称移動・拡大・縮小 グラフを対称移動・拡大・縮小した関数を求めること
ができる．(MCC Ⅰ)



11週 逆関数 逆関数を求めることができる．(MCC Ⅰ)
12週 累乗根・指数の拡張 累乗根・指数の基本的な計算ができる．(MCC Ⅰ)

13週 指数関数 指数関数の基本的な概念を理解し，グラフを描くこと
ができる．(MCC Ⅰ)

14週 練習問題 上記の内容の問題を解くことができる．

15週 前期期末試験 試験で理解度を確認する．
目的・到達目標(2)(3)

16週 前期期末試験の解答と解説 解答・解説で理解を深める．

後期

3rdQ

1週 対数関数 対数関数の概念を理解し，対数の基本的な計算および
グラフを描くことができる．(MCC Ⅰ)

2週 常用対数 常用対数の定義を理解し問題に応用できる．(MCC Ⅰ)
3週 練習問題 上記の内容の問題を解くことができる．
4週 一般角 一般角の概念を理解する．(MCC Ⅰ)

5週 一般角の三角関数 一般角における三角関数を計算することができる
．(MCC Ⅰ)

6週 弧度法 弧度法を理解し，三角関数に応用することができる
．(MCC Ⅰ)

7週 三角関数の性質 三角関数の性質を理解できる．(MCC Ⅰ)

8週 練習問題 上記の内容の問題を解くことができる．

4thQ

9週 後期中間試験 試験で理解度を確認する．
目的・到達目標(2)(3)

10週 後期中間試験の解答と解説 解答・解説で理解を深める．
11週 三角関数のグラフ 三角関数のグラフを描くことができる．(MCC Ⅰ)

12週 加法定理 加法定理の公式を理解し，複雑な三角関数の値を求め
ることができる．(MCC Ⅰ)

13週 加法定理の応用
加法定理を利用して，倍角・半角の公式を導くことが
できる．および，それらの数値計算ができる．(MCC
Ⅰ)

14週 練習問題 上記の内容の問題を解くことができる．

15週 学年末試験 試験で理解度を確認する．
目的・到達目標(2)(3)

16週 学年末試験の解答と解説 解答・解説で理解を深める．
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

2次関数の性質を理解し、グラフをかくことができ、最大値・最
小値を求めることができる。 3 前4,前5,前

6
分数関数や無理関数の性質を理解し、グラフをかくことができる
。 3 前8

簡単な場合について、関数の逆関数を求め、そのグラフをかくこ
とができる。 3 前11

累乗根の意味を理解し、指数法則を拡張し、計算に利用すること
ができる。 3 前12,前14

指数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3 前13,前14
指数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3 前13,前14

対数の意味を理解し、対数を利用した計算ができる。 3 後1,後2,後
3

対数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3 後1,後2,後
3

対数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3 後1,後2,後
3

角を弧度法で表現することができる。 3 後6,後8

三角関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3 後7,後8,後
11,後14

加法定理および加法定理から導出される公式等を使うことができ
る。 3 後12,後

13,後14
三角関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3 後11,後14
三角比を理解し、簡単な場合について、三角比を求めることがで
きる。 3 前1,前2

一般角の三角関数の値を求めることができる。 3 後4,後5,後
8

評価割合
定期試験 到達度試験 課題 合計

総合評価割合 60 20 20 100
基礎的能力 60 20 20 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0


